






















































































「話の内容」「文法」「使う語彙や表現」「音声」の 4 項目について、それぞれ 4 段階で評
価してもらった。
　今回の調査で用いた学習者と日本語母語話者との会話は、国立国語研究所のプロジェ
クトによる成果『多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of 






わる課題（特に KKD01 はイントネーション、KKD08 はアクセントについて）が見ら
れたため、この 2 名の発話を用いた。
　会話は I-JAS で公開されている学習者 2 名のそれぞれの会話資料のうち、「対話」課
題の中から「（6）過去から将来へ　⑬議論『都会に住むか、田舎に住むか』（会話例　
これから 10～20 年後、住むとしたら都会がいいですか、田舎がいいですか）【意見陳述
＆反論】」の部分を抜粋したもので、KKD01 と日本語母語話者の会話は 3 分 13 秒、


















ID 性別 身分 出身国 現在住んでいる国 母語（一番強い言語） J-CAT 合計 /400
KKD01 女性 学生 大韓民国 大韓民国 韓国語 320
KKD08 女性 学生 大韓民国 大韓民国 韓国語 303







　（2） スピーカーの音量チェックのため、I-JAS より別途選択、抜粋した会話（KKD07 3）、
28 秒）を流し、聞きにくい場合は知らせてもらい音量を調整した。
　（3） アンケート調査①の調査用紙を調査協力者に渡し、アンケート調査①を行った。
2 ペア分の会話を聞かせるにあたり、調査協力者が 2 人目を 1 人目と比べて評価
したり、1 人目の評価を終えた時点で尺度評価で尋ねられる観点を学習して 2 人
目を聞く際の着眼点に影響が出たりする可能性を考慮し、調査協力者 ID が奇数
























ず得られたコメントを、表 2 に示す 4 つに分類した。それぞれのコメントの件数とコメ
ント全体に占める割合について、集まった 12 名分の回答をまとめると、表 3 および表
4 のようなった。





える。KKD08 の発話に対しては計 60 件のコメントを得ることができたが、うち





ト数の個人差が大きい。KKD01 の音声についてのコメント数は最も少ない人で 0 件（調
査協力者 ID03、ID04）、最も多い人で 4 件（同 ID02）、KKD08 に対しても最も少ない
人で 0 件（同 ID03、ID09）、最も多い人で 5 件（同 ID12）である。したがって、一概
に「一般日本語母語話者は学習者の発話の中で音声に着目する」とは言えない結果と
なった。

































ID02 4 10 2 1 3 4
ID03 3 3 0 0 3 0
ID04 3 5 1 2 2 0
ID06 2 2 0 0 1 1
ID07 6 7 0 1 3 3
ID08 1 3 0 0 1 2
ID09 3 5 0 3 1 1
ID10 7 9 3 1 2 3
ID11 9 9 1 2 3 3
ID12 4 11 2 1 5 3
ID13 2 10 0 1 6 3



























ID02 1 2 0 1 0 1
ID03 1 1 0 0 1 0
ID04 3 7 0 2 4 1
ID06 3 3 0 0 1 2
ID07 2 3 0 0 0 3
ID08 1 4 0 2 1 1
ID09 3 4 0 1 3 0
ID10 5 8 1 1 2 4
ID11 6 10 1 0 5 4
ID12 4 7 1 1 0 5
ID13 3 6 0 1 2 3





















ントを、さらに表 7 に示す分類基準に基づいて 5 つに分類した。それぞれのコメントの
件数とコメント全体に占める割合について、集まった 12 名分の回答を概観すると、表
8 および表 9 のようになった。
　KKD01 の音声に対しては、項目ごとに見るとアクセントとポーズについて指摘する
コメントが最も多く各 6 件で、KKD08 の音声に対しては、アクセントについてのコメ
ントが 16 件で最も多かった。本研究では音の高低に関する一般日本語母語話者の着目
を観察するので、音の高低に関するコメント、すなわちアクセントとイントネーション







平　均 3.25 2.75 3.17 2.67 2.50
標準偏差 0.72 0.83 0.90 0.85 0.65







平　均 3.25 3.42 3.08 3.17 2.50
標準偏差 0.60 0.49 0.95 0.80 0.96
Ａとの相関係数 ─ 0.21 0.84 0.79 0.22
日本語学習者の音声上の課題に関する考察
（9）72
対しては該当するコメントが 10 件（音声に対するコメント数の総計に対して 38.46％）、



























最小値（注 2） 0 0 0 0 0 0
最大値 4 1 1 1 2 1
※注 1： 「その他」のコメント数内訳は、話す速さについて 2 件、プロミネンスについて 1 件、リズムに
ついて 2 件、声量について 1 件である。
※注 2： 「最小値」「最大値」はそれぞれ調査協力者 1 名当たりのコメント数の最小値と最大値を示して
いる。
【表 9　KKD08の音声に対するコメント（観点別内訳）】













最小値 0 0 0 0 0 0
最大値 5 3 2 1 1 1
※注 3：「その他」のコメント数内訳は、声量について 2 件である。
71（10）










　ただし各項目へのコメント数は調査協力者の間でも差があることが、表 8 および表 9
の「最小値」「最大値」欄から読み取れる。また、調査協力者 1 名が言及した観点の数



















対 KKD01 対 KKD08
コメント数 尺度評価 コメント数 尺度評価
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
男性 3 2.33 0.94 2.33 0.47 2.00 1.41 2.67 0.94













名の調査協力者に、日本語学習者との関係を「1 家族、2 友人、3 同僚、4 仕事相手（顧
客等）、5 近隣住民、6 その他」から選んでもらったところ（複数回答可）、「2 友人」が




















対 KKD01 対 KKD08
コメント数 尺度評価 コメント数 尺度評価
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
ある 7 2.86 0.83 2.14 0.35 3.00 1.07 2.00 0.53



































































































































Corpus of Japanese as a Second Language」https://chunagon.ninjal.ac.jp/ijas/
search（最終閲覧日：2019 年 12 月 19 日）
国立国語研究所「I-JAS　利用マニュアル　簡易版　データの概要と検索システムの
使い方 2019 年 5 月　Ver.3」https://chunagon.ninjal.ac.jp/ijas/search（最終閲覧
日：2019 年 12 月 19 日）
国立国語研究所「I-JAS　FS 一覧　教室環境学習者（海外・国内）20190510 版.
xlsx」http://lsaj.ninjal.ac.jp/?page_id=711（最終閲覧日：2019 年 12 月 19 日）
J-CAT 日本語テスト「J-CAT のスコアについて」http://www.j-cat.org/html/ja/
pages/interpret.html（最終閲覧日：2019 年 12 月 19 日）
J-CAT 日本語テスト「J-CAT Project」http://www.j-cat.org/html/ja/j-cat-project/
（最終閲覧日：2019 年 12 月 19 日）
65（16）

























 参考資料 2 　調査協力者から得られたコメント（例）　※括弧内筆者補足
●　内容
・質問の意図を読み間違えた（対 KKD01）
・ インタビュアーさんの聞きたいことに対する直接的な答えでなかったり（対
KKD01）
日本語学習者の音声上の課題に関する考察
（17）64
・ 将来どこに住みたいかっていう話をしているのに、故郷の話をずっと、故郷はど
うだったって話を最後してたってのが最後わかった（対 KKD01）
●　文法
・余計な「は（助詞）」がついたりしたのがちょっと気になった（対 KKD01）
・ 「に（助詞）」とか「は（助詞）」とかを付ける位置とか、〈中略〉「ので（助詞）」
とか、付ける位置とか、そういった点での文法で不自然な点は特には見つからな
かったように思う（対 KKD01）
・「に（助詞）」をめちゃくちゃ多用していた（対 KKD08）
●　語彙・表現
・ネイティブだったら言わないよねーみたいな言い方があった（対 KKD01）
・ 人が多分「少ない」ってのを言いたいときに、「人ない」みたいなこと（対
KKD01）
・使ってる単語はわかりやすい、単純なものが多い（対 KKD08）
●　音声
（1）アクセント
・ 「交通（こうつう）」〈中略〉単語ーのアクセントの箇所が違う（対 KKD01）
・ 「高いビル（たかいびる）」みたいな感じに言っていて、「高いビル（たかいびる）」
ではない（対 KKD01）
・ 「都会（とかい）」と「田舎（いなか）」みたいに、〈中略〉会話の中で使われいて
る単語のイントネーションがちょっと違うのかな（対 KKD08）
・ 「最近（さいきん）」とか「厳しい（きびしい）」という風に言っていて、それは
そのー、非母語話者的な発音なのか、こう方言的なのに由来する発音なのかはわ
かんないですけど（対 KKD08）
（2）イントネーション
・ 語尾が弱くなる場合と、あと最後ハテナでちょっと上げてしまう場合がほとんど
だった（対 KKD01）
・基本的にほとんど違和感ないなという風に思いまして（対 KKD01）
・ 文節の、ま、最後に来る助詞のところでそのーやっぱ上げるんですよ（対
KKD08）
63（18）
（3）発音
・「か」と「た」〈中略〉なんとなく強い（対 KKD01）
・詰まっているような感じで、で聞き取りにくかった（対 KKD01）
・「じゅ」「つ」、なんだろ濁る感じなのかな（対 KKD08）
（4）その他
・ 間の使い方とかなんか、そういったところがわりかし流暢っていう印象（対
KKD01）
・単語の途中で、多分迷ってるからそこの途中で伸ばす（対 KKD01）
・話そうとするのにちょっと、だいぶ間が空いていた（対 KKD08）
・声が小さくなる箇所が何か所かあって（対 KKD01）
（せきね・ちひろ　博士前期課程）　
